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指導と評価の一体化を目指した
「主体的に学習に取り組む態度」に
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プロジェクトの内容（目的・方法・結果と意義）

成果の応用可能性（私たちの活動の成果は、このような分野にこのように貢献することができます。）

このプロジェクトの形成に寄与した制度等

生活科の学習評価は、小学校教育現場においても資質・能力の育成を目指し、見取りを中心として展開されて来たた
め、新学習指導要領の学習評価の在り方におおよそ合致する。さらに、小学校現場において不安や悩みはあるもの
の、それらは具体性に裏打ちされているものであり、学校現場においても蓄積されているという成果が得られた。これ
は、現場実践レベルで、資質能力育成の学習評価が定着している表れであり、他教科の学習評価にも応用できる。
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